
校長 中 津 朋 広

10月10日は，素晴らしい天候に恵まれて小運動会を

実施することができました。子供たちは，練習や日頃

の体力向上の成果を存分に発揮し，白熱した競技，素

晴らしい演技を繰り広げました。応援しながら，「この

感動を，もっと多くの方々と会場で分け合うことがで

きたならなあ・・・。」という思いもありました。

さて，本校は北薩教育事務所指定の研究協力校とし

て，11月27日に，体育科学習の研究公開を開催します。

右は，本校児童の体力の現状と運動に関する意識調査

の結果です。体力・運動能力調査は，新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のための休業明けに実施したため，

持久力等に課題がみられたものの，全国平均・県平均

を多くの種目で上回りました。また，意識調査でも，

「体育の授業が楽しい。」「体育の学習で『分かった・できた』と思うことがある。」と答え

た子供が多く，運動に対する関心・意欲も高まっています。

本校の子供たちの体力が高いことについては，体育科学習の充実以外にも，いくつかの要

因があると考えています。まず，昼休みに，外や体育館で元気に遊んでいる子が多いこと。

また，少年団活動やクラブチームで，日頃から運動に親しんでいる子が多いこと。そして，

毎日徒歩で集団登校してくる子が多いことも，その要因の一つだと考えています。

重いランドセルを背負って，毎日一定の距離を歩く習慣は，子供たちの体力を確実に向上

させているはずです。特に鶴田小学校は，どの方向から来ても，上り坂か下り坂を通ること

になります（平地を歩くより上り坂は３倍以上，下り坂でも２倍程度体力を使うと言われて

います）。そして，学校下の五叉路から校門までは，階段を含めて約１６０ｍの急な上り坂

です。往復約３２０ｍ。歩数にして約５００歩。１年間毎日歩いて登校すると，校門前の坂

道だけでも約６８Km，１０万６千歩になります。

更に，集団登校は，異学年縦割りの活動の場です。上学年にとっては，後輩のお世話を通

して自己有用感（「自分は役に立っている。」）を実感できる場であり，下学年にとっては，

先輩との安全な登下校を通して学校や地域のよさを感じる場でもあります。これからも，徒

歩による集団登校を大切に引き継いでいただきたいと考えます。

最後にお願いです。朝，諸事情から，子供さんを車で送迎される場合があると思います。

学校前の坂道は狭く，子供たちが歩いて登校していると，車の離合が難しい程です。荒天で

徒歩通学が危険だと判断された場合や，体調の関係で送り届けた方がよいと判断された場合

等は別ですが，歩ける状況であれば，できれば，学校の坂道より手前で車を降ろして，学校

までの登り坂だけは，徒歩で頑張らせるようにしてはいかがでしょうか。体力つくりの観点

からも，安全面からも，ぜひお願い致します。
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優勝した赤組の応援団演舞

令和２年度 体力・運動能力調査結果

全国平均を上回った種目 64％

県平均を上回った種目 80％

令和２年度 体育に関する意識調査

<４段階調査 肯定的な回答をした児童>

「体育の学習は楽しい。」 95.7％

「『分かった』と思うことがある」87.0％

「『できた』と思うことがある」 91.2％



９月25日（金）流水小学校

との交流学習が行われました。

低学年，中学年でレクリェー

ションをして交流を深めたり，

それぞれの学年で国語や音楽

の勉強をしたりしました。

最初のうちはなかなか打ち

解けられずにいた子供たちも

時間が経つ毎に徐々に会話も増え，楽しそうに交流している

様子が見られました。２年後には同じ教室で学び合う仲間で

す。友だちになるよいきっかけになったと思います。

低学年表現（きばいやんせ） 中学年表現（キッズソーラン） 高学年表現（浅山棒踊り）

白組応援団演舞 両団長による選手宣誓 赤組応援団演舞

男子紅白対抗リレー 徒競走 （４年生） 女子紅白対抗リレー
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10月・１１月の主な行事

２５(日) 学習発表会
２８(水) 宿泊学習（５年）
２９(木) 宿泊学習（５年）

２(月) 県民週間（～６日）
２(月 ようこそ人生の大先輩 （高齢者参観）
３(火) PTAふれあいウオーキング
５(木) PTA教育講演会

１６(月) にこにこ家族会議)(～2２日）
２７(金) 地区指定「体育科」研究

協力校研究公開

悩んでいる子はいませんか？
夏休み前に，全児童を対象に「学校生活アンケート」を実施しま

した。学校はたくさんの子供たちが一緒に生活をします。その中

で，友達同士のトラブルが全くないということはありませんが，ア

ンケートからは，重大ないじめにつながるような事例は認められ

ませんでした。しかし，わたしたちの目の届かないところで，悩ん

だり，困ったりしている子がいるかもしれません。家庭，地域で，気

になることや気付いたことがありましたら情報を共有したいと

思います。学校にも連絡をください。


